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「感性ことばで遊ぼう オノマトペがひらく物語の世界 －宮澤賢治の「雪わたり」 －」報告
31
動を活性化しながら子どもに伝えるメッセージを
体からわき出るように仕向けている。メッセージ
をからだで表現することにより読み解き、言葉を
超越した「感性」を味わうことを可能にする。こ
のワークショップにより子どもたちはオノマトペ
を豊かに散りばめた原体験をすることになる。子
どもと大人とのコミュニケーションの手段であっ
た絵本がからだや音楽を使うことにより世代を超
えた伝達ツールへと変容していく様をこのワーク
ショップは提供するのである。「オノマトペ」、「こ
とば」、「あそび」が一体となり、「ワクワク」、「き
らきら」した原体験として子どもの心を豊かにす
るようである。
（文責：出野由紀子[イデノ・ユキコ] 聖学院大学大
学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科博士後期
課程 3 年）
右上：石川由美子教授、
左上：宇奈月やつ子氏（講師）
下段：参加者、出演者集合写真
